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2007年1月25日
NECエレクトロニクス株式会社

2007年3月期 第3四半期

決算概要

http://www.necel.com/ir/ja/

ＮＥＣエレクトロニクスの中島でございます。

本日はお忙しいところ、決算説明会にお集まり頂き有難うございます。
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（将来予測に関する注意）

本資料に記載されている当社および連結子会社（以下NECエレクトロニク

スと総称します。）の計画、戦略および業績見通しは、将来の予測であって、
リスクや不確定な要因を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因に
より、これら見通し等とは大きく異なる結果となりうることをあらかじめご承
知願います。実際の業績等に影響を与えうる重要な要因としては、
（１）NECエレクトロニクスの事業領域を取り巻く日本、北米、アジア、欧州
等の経済情勢、（２）市場におけるNECエレクトロニクスの製品、サービス

に対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、（３）激しい競争にさら
された市場においてNECエレクトロニクスが引き続き顧客に受け入れられ

る製品、サービスを供給し続けていくことができる能力、（４）為替レート（特
に米ドルと円との為替レート）の変動等がありますが、これら以外にも様々
な要因がありえます。また、世界経済の悪化、世界の金融情勢の悪化、国
内外の株式市場の低迷等により、実際の業績等が当初の見通しと異なる
結果となる可能性もあります。
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Ⅰ．2007年3月期 第3四半期業績概要

Ⅱ．2007年3月期業績見通しと

損益改善に向けた取り組み

エグゼクティブ・サマリ

半導体売上高は当初想定通りだったが、営業損益は製品ミックスの変化等により
当初想定よりも悪化

第4四半期は、LCDパネルやコンピュータ周辺関連の調整等の影響を受け、売上・
ＧＰ（粗利益）の計画未達等により、第3四半期比で業績悪化の見込

構造改革プラン・成長戦略を2月22日に発表予定であり、同構造改革関連費用を

精査中であること等から、現時点では、今年度の「連結業績予想」を据置く

まず、本日のプレゼンテーションのポイントをサマリ致します。

第３四半期の業績につきましては、半導体売上高は、民生関連
半導体の好調もあり、当初の想定どおりとなりましたが、営業損
益は製品ミックスの変化等により想定よりも悪化いたしました。

また、第4四半期は、売上・GPの計画未達により、第3四半期に
比べ営業赤字が拡大する見込みでありますが、現在策定中の構
造改革プランに伴う費用を精査中であり、本日は連結業績予想
を据え置いております。

この成長戦略、構造改革プランについては２月２２日に発表させ
ていただく予定でございます。
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Ⅰ．2007年3月期 第3四半期業績概要

Ⅱ．2007年3月期業績見通しと

損益改善に向けた取り組み

それでは、第３四半期の実績についてご説明いたします。
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業績サマリ

-

-

07/3期

1US$=116円
1Euro=146円

-

-

58

△131

△91

△108

4,989

5,209
実績

9ケ月累計

1US$=115円
1Euro=138円

48%

0.40倍

345

△26

△44

△70

1,568

1,627
実績

3Q, 12/31

06/3期

1US$=111円
1Euro=137円

150

△104

△181

△192

4,571

4,756
実績

9ケ月累計

△91△421△76フリーキャッシュフロー

--0.49倍D/Eレシオ

--39%株主資本比率

-

△32

+9

+32

+144

＋152

前年同期比

-

△27

+90

+84

+418

＋453

前年同期比

3Q, 12/31

実績

1US$=118円
1Euro=150円

△58

△35

△38

1,711

1,779

為替レート

当期純損益

税前損益

営業損益

半導体売上高

売 上 高

注1: 当社は米国会計基準を採用しておりますが、「営業損益」は売上高から売上原価、研究開発費、販売費および一般管理費を差し引いたものです。

（億円）

上から2段目のところ、第3四半期の半導体売上は、前年同期と比べて144億
円の増加、第2四半期と比べて14億円の増加の1,711億円となりました。9ケ
月累計で見ますと、前年同期比で9%、418億円増加し4,989億円となりました。

また、営業損益は前年同期と比べて32億円改善したものの、第2四半期と比
べると27億円悪化の38億円の損失となりました。

9ケ月累計で見ますと、前年同期比で84億円改善の108億円の損失となりま
した。

第3四半期の税引前損益は35億円の損失、当期純損益は58億円の損失とな
りました。

フリー・キャッシュ・フローは、第3四半期では76億円の支出、9ケ月累計では
58億円の収入となりました。

株主資本比率は39％となりました。
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1791 1812

1607 1587

1403

1600 1568 1620 1581
1697 1711

-38-23

-98

1312

155152

-70 -58
-12

-165

1,856
1,912

1,653 1,659

1,461

1,668 1,627
1,703 1,652

1,778 1,779

8.2% 8.1%

0.7% 0.8%

-6.7%

-2.2%
-1.4%

-4.3%
-3.5%

-0.7%

-9.7%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

四半期別業績推移
（億円）

半導体
売上

売上高

注: 当社は米国会計基準を採用しておりますが、「営業損益」は売上高から売上原価、研究開発費、販売費および一般管理費を差し引いたものです。

営業
損益

営業
利益率

05/3期 06/3期

技術資産
一括処理

07/3期

次に、四半期ごとの業績推移です。

第２四半期には営業赤字が１２億円ということころまで着実に改善し
てきておりましたが、この第３四半期は、売上高の伸びが頭打ちと
なり、製品ミックスの変化の影響もあり、営業赤字が再び拡大致し
ました。
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567 582

378 425

622

704

約220約230

0

400

800

1200

1600

2000

製品別 半導体売上比較（前年同期比較）

（億円）

表示ドライバ
（内数）

個別半導体
＋）ディスクリート・化合物の売上増

＋）表示ドライバは大型が売上増、小型・PDP
が売上減

MCUプラットフォーム
＋）自動車向け売上増

＋）オールフラッシュマイコンの拡大

SoCプラットフォーム
＋）新規ゲーム機器向けLSI出荷開始による

売上増

－）プリンタ向けLSIの売上減

－）携帯電話向けメモリの売上減

＋9%

+13%

+12%

＋3%

1,711

1,568

06/3期第3四半期 07/3期第3四半期

7ページは、第3四半期のプラットフォームごとの半導体売上を前年同期と

比較して示したものです。

第3四半期は、新規のゲーム機向けプロジェクトや自動車用マイコン、オー
ルフラッシュマイコンなどが牽引し、前年同期と比べると 9％の増収となり

ました。
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611 582

412 425

675 704

約220約250

0

400

800

1200

1600

2000

製品別 半導体売上比較 （前期比較）

（億円）

表示ドライバ
（内数）

07/3期第2四半期 07/3期第3四半期

個別半導体
＋）ディスクリート・化合物は横這い

＋）大型LCDドライバの増収

－）小型表示ドライバの在庫調整による減収

MCUプラットフォーム
＋）自動車向け売上増

－）汎用マイコンの調整

SoCプラットフォーム
＋）ゲーム機器向け本格出荷

＋）国内携帯電話向けデジタルベースバンドLSIの
出荷増

－）プリンタ用LSIの出荷減

+1%

+4%

＋3%

△5%

1,697 1,711

一方、第２四半期との比較は８ページにお示ししているとおりです。

前四半期比では売上の伸びが頭打ちとなり、前年同期比ほどの伸びがみ
られなくなっています。
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308

233

258

307

246

309

219

265

365

318347

236

1,697
1,711

（億円）

分野別 半導体売上比較

268

177

247

267

274

309

219

265

365

334

318

236

1,711

1,568 通信機器
△4％

小型LCDドライバ減収

コンピュータ周辺機器
△8%

プリンタ向けLSI減収

民生機器
+19%

ゲーム向け本格出荷

自動車・産業機器
+3%

自動車向け増収

多目的多用途
△6%

汎用品調整

ディスクリート・光・マイクロ波
0％

通信機器
△14％

携帯電話用メモリ減収

コンピュータ周辺機器
△5%

プリンタ向けLSI減収

民生機器
+37%

新規ゲーム向け出荷開始

自動車・産業機器
+7%

自動車向け増収

多目的多用途
+24%

フラッシュマイコン増収

ディスクリート・光・マイクロ波
+15％

前期比較前年同期比較

07/3期第2四半期 07/3期第3四半期06/3期第3四半期 07/3期 第3四半期

９ページは、第３四半期の半導体売上をアプリケーション（用途）ごとにお
示ししたものです。

前年同期との比較、第２四半期の比較とも、上から３つ目の民生機器分
野の売上が全体の半導体売上増の牽引役となりました。一方、通信機器
分野およびコンピュータおよび周辺機器分野は、前年同期、第２四半期
と比べても減収となっております。
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△70
△38 △12

△38

(億円)

営業損益

売上高
横這い

営業損益の主な増減要因

△約25

＋約150

+約70
△約40

前期比較前年同期比較

【ＧＰ要因】
・売上増による利益増 ＋約40
・ＧＰ率改善による利益増 ＋約30
（26.6%→28.4% +1.8%）

(※内数：為替インパクト ＋約20)
（$=¥115→$=¥118、 € =¥138→¥150）

【Ｒ＆Ｄ／ＳＧＡ要因】
・R&D費増 △約40

07/3期 第2四半期 07/3期第3四半期06/3期第3四半期 07/3期 第3四半期

1,627

1,779 1,778 1,779

ＧＰ増

Ｒ＆Ｄ費増

【ＧＰ要因】
・ＧＰ率悪化による利益減 △約25
（29.9%→28.4% △1.5%）

(※内数：為替インパクト ＋約10)
（$=¥115→$=¥118、 € =¥147→¥150）

【Ｒ＆Ｄ／ＳＧＡ要因】
・R&D費増 △約20
・ＳＧＡ費減 ＋約20

△約20 +約20
Ｒ＆Ｄ費増

ＧＰ減
ＳＧＡ費減

１０ページは、第３四半期の営業損益を前年同期および第２四半期と比較
したものです。

前年同期との比較では、半導体売上が増加したこととGP率が上昇したこと

が営業損益改善の要因ですが、将来の成長のための研究開発費を戦略
的に増加したことから、営業赤字が残りました。

第２四半期との比較については、当初から、第３四半期の営業損益は第２
四半期レベルとほぼ同等の損益を想定しておりました。半導体売上高は概
ね想定どおりでしたが、GP率の低い製品の売上が想定より増加するという

製品ミックスの変化があり、第２四半期と比べて営業赤字が拡大いたしまし
た。
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バランスシート

39%38%48%株主資本比率

7,5177,7708,104負債および資本合計

464240少数株主持分

10

0.49倍

2,980

4,748
1,595
1,460
1,692
7,770

494
3,059

831
1,167
2,220

06/9

2549繰延税金資産（NET）*

0.49倍0.40倍D/Eレシオ（グロス）

2,9483,886株主資本

4,5244,179負債

1,5701,357その他の負債

1,4471,539社債および借入金

1,5071,283支払手形および買掛金

7,5178,104総資産

393904その他の資産

3,0573,060有形固定資産

890776たな卸資産

1,051996受取手形および売掛金

2,1262,369現金および現金同等物

06/1205/12(単位：億円)

注記：上記繰延税金資産は、繰延税金資産と繰延税金負債ＮＥＴして表示しております。

次にバランスシートです。

たな卸資産が９月末と比較して約６０億円増加しております。これについて
は、欧米における年末製品在庫増という季節性の要因も影響しております。
これにつきましては、３月末までに適正なレベルに棚卸を圧縮することを考
えており、第４四半期は生産調整を実施いたします。
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キャッシュ・フロー

345

△13

358

3Q

181

△87

268

2Q 3Q9ｹ月累計

150

△355

504

9ｹ月累計

58

△482

541

07/3期

△76フリー･キャッシュ･フロー

△271投資活動により減少した
キャッシュ・フロー

195営業活動により増加した
キャッシュ・フロー

06/3期
(単位：億円)

次にキャッシュ・フローですが、

第３四半期のフリー・キャッシュ・フローは７６億円の支出となりま
した。特に投資活動によるキャッシュ・フローは、３００ミリウエハ
ラインへの設備投資などに伴う支払いが３７８億円あったことの
影響を受けました。
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Ⅰ．2007年3月期 第3四半期業績概要

Ⅱ．2007年3月期業績見通しと

損益改善に向けた取り組み

次に、今年度の業績見通しと、当社の損益改善に向けた取り組
みをご説明いたします。
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△70＊0 ＊△69△357営業損益

上期

07/3期

年間

145円
3Q実績150円145円138円1Euro=

△250 ＊

△190 ＊

6,950

予想

下期

115円
3Q実績118円

△約176 ＊

△約134 ＊

約3,500

予想

年間

112円

△982

△424

6,460

実績

06/3期

実績

115円1US$=

△74

△56

3,430

為替レート

当期純損益

税前損益

売 上 高

(単位：億円)

注1:当社は米国会計基準を採用しておりますが、「営業損益」は売上高から売上原価、研究開発費、販売費および一般管理費を差し引いたものです
注2:予想値は2006年10月25日に公表した数値です

今年度の業績予想について

2007年3月期第４四半期の業績が第３四半期よりも悪化するものと見込んでお

り、この事態に対処するため、現在、中期的な業績回復に向けた構造改革プラン
を検討中。
これにより計上すべき損失・費用については現在精査中であり、その金額が確

定した時点で、必要に応じその影響につき開示を行う予定。

前回の業績予想

スライドの14ページは昨年１０月２５日に修正させてい頂いた今年度の業
績予想です。

本日、この業績予想を修正しておりませんが、次項でご説明いたします通
り、第4四半期は第3四半期と比べて売上が減少すること等により営業赤
字の拡大が避けられない状況になっております。

ただし、 営業外損益等の動きが未確定であることと、営業損益自体も現
在検討中の構造改革施策の内容に影響を受けるため、本日は連結業績
予想を据え置いております。

構造改革プランの内容については２月２２日の経営戦略説明会のなかで
説明をさせてい頂く予定ですが、関連費用が確定した時点で適切に情報
開示をさせていただきます。
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第4四半期の営業損益悪化の理由

• 半導体売上高の減少

第4四半期の半導体売上高は第3四半期に比べて、減少の見込み

SoC ： コンピュータ周辺向けの調整による売上減少

表示ドライバ ： パネルメーカーの生産調整と価格低下による減少

• 生産調整（工場稼動の低下）

足元での需要減速と、12月末棚卸資産が高水準にあることから、
生産調整を実施

• 一時的な費用増を伴う構造改革の検討着手
内容精査中であり2月22日に説明予定

約8割9割強工場稼働率

第4四半期第3四半期

第4四半期の営業損益の悪化要因について説明致します。

①まず、第４四半期の半導体売上高は、LCDドライバやＰＣ関連用LSI
の調整の影響を受け、第3四半期に比べ一桁前半のパーセントで減少
する見込みです。

②さらに、足元での需要減速と棚卸資産水準の適正化を目的として、生産
調整を行うことによる営業損益への影響が発生します。

③また、このような業績悪化の影響を踏まえ、当社では構造改革プランを
策定中でありますが、この内容によっては営業損益への影響も発生する
可能性があります。
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従来の売上拡大施策の成果と先行投資の状況

2005年4-12月 2006年4-12月 2005年4-12月 2006年4-12月

2005年4-12月 2006年4-12月

6,000
(億円）

4,000

2,000

0

2,000
（億円）

1,000

0

300

200

100

0

1,000億円

2005年4-12月期
と 2006年4-12月期

の比較

■ 売上高とＧＰ

（粗利益）の拡大

■ Ｒ＆Ｄと販管費の投入拡大 ■ 生産能力の増強

売上高
＋453億円
（+10%）

ＧＰ（粗利益）
＋229億円
（+18%）

ＳGA
＋28億円
（+5%）

R&D
＋117億円
（+14%）

生産能力（左軸）

＋月産約20K枚（+9%）

生産関連固定費(右軸)
+約70億円（+４%）

2,000億円

（K枚/月）

次に、構造改革プランを検討するにあたり、当社が認識している問題を
説明いたします。

これまで、

当社は売上拡大を通じた拡大均衡による黒字化を目指しまい進して参
りました。この施策により、2006年4-12月の9ケ月の売上高は前年同期
比で10%増加致しました。

しかしながら、

売上の２桁成長持続で収益を改善すべく、R&Dと生産能力増強のため
に積極的に投資をしましたが、売上拡大を維持できず、収益改善が足
踏み状態となっております。
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成長戦略と構造改革の基本的な考え方

１．売上の再拡大

２．コスト競争力強化と費用効率化

製品開発競争力の強化、など

～ 注力製品を明確化し、製品ポートフォーリオの再構築

生産体制の見直し ～成熟製品群の海外生産シフトの加速、など

設備投資とR&D費の効率化推進、など

具体施策については
2月22日に発表予定

このような（前項）のような状況に加え、来年度前半にかけて市況が弱含むと想定さ
れており、当社では、新たな成長戦略とそれを実現するための構造改革プランを策
定しております。

その具体的な施策内容については2/22日に説明させて頂きますが、

基本的な考え方と致しましては、①売上の再拡大と②コスト競争力の強化でありま
す。

①売上再拡大に向けては、これまでＲ＆Ｄ費を多方面に投入したことにより開発リ
ソースが分散し製品競争力が不十分となり、結果として新規ビジネス獲得が不足し
ていたという点を見直し、まずは、現在、当社の注力分野/非注力分野を明確化し、
多くのビジネスを獲得できる体制を作る必要があると考えています。

②コスト競争力強化については、成熟製品群のプライスダウンが厳しいことから、生
産体制を見直す必要があり、まずは成熟製品群の海外シフトを積極的に進める必
要があると考えています。
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日時 : 2月22日(木)
場所 : 別途ご案内

当社説明者 : NECエレクトロニクス株式会社
代表取締役社長 中島俊雄

経営戦略説明会 開催概要

繰り返しになりますが、現在、構造改革の具体的プランを策定中であり、2
月22日には経営戦略説明会を開催し、成長戦略とあわせてご説明させて
頂く予定です。

今年度下期の営業黒字化も困難となる状況になり、株主の皆様をはじめ、
ステークホルダーの皆様には大変ご心配をおかけして大変申し訳ないと
思っております。

当社の業績回復に向けて、成長戦略とそれを実現するための構造改革プ
ランを鋭意検討、策定中でありますので、今暫くお待ちいただきたいと思
います。


